様式１　ＩＭＭ伴走支援業務 企画提案書（共同申請）
【本様式の位置づけ】
本様式は、インパクト証明書の一次審査に申請した企業等（以下「証明書申請者」といいます。）に対する伴走支援について、伴走支援者が企画提案として作成するものです。１つのペア（証明書申請者１者及び伴走支援者１者）につき１通を提出してください。本業務の受託者は伴走支援者とし、委託費は伴走支援者に支払います。証明書申請者は共同申請者であり、契約の当事者とはなりません。
第１　応募者（伴走支援者）の情報
	項目
	記入欄

	法人名
	 

	所在地
	 

	代表者氏名
	 

	担当者氏名
	 

	連絡先（電話・メール）
	 


第２　共同申請者（証明書申請者）の情報
	項目
	記入欄

	法人・団体名
	 

	所在地
	 

	代表者氏名
	 

	担当者氏名
	 

	連絡先（電話・メール）
	 


〔共同申請の記名〕
両者は、本様式の内容に相違ないことを確認し、共同で申請します。
	伴走支援者（記名）
	証明書申請者（記名）

	 
	 


第３　支援対象とするインパクト証明書申請の特定
	項目
	記入欄

	証明を受けようとする取組の名称
	 

	インパクト証明書（一次審査）への申請状況
	□ 申請済み

	取組の実施地域（都道府県市区町村）
	 

	取組の概要（200字程度）
	 


第４　共同申請に関する確認事項
該当する□に✓を記入してください。
□　本申請は、証明書申請者と伴走支援者が共同で行うものであることを確認します。
□　証明書申請者は、インパクト証明書の申請の内容及び一次審査の評価・改善に関する事項を、本事業の選定審査に用いること及び選定後に伴走支援者へ共有することに同意します。
□　支援対象とするインパクト証明書の申請が一次審査を通過しなかった場合は、本事業の契約に至らないことを了解します。
□　本業務の成果物に係る知的財産権及び所有権が証明書申請者に帰属することを了解します。
□　両者は、本業務を通じて知り得た情報について秘密を保持します。
□　本業務の契約の当事者は伴走支援者のみであることを確認します。
第５　二次審査に向けた改善点と伴走支援の内容
証明書申請者が一次審査に申請した内容を踏まえ、二次審査に向けて、次の４つの領域について、改善が必要と想定される点と、それに対する対応策（伴走支援の内容）を記載してください。あわせて、各領域が、インパクト証明書の審査観点のいずれに該当するかを記載してください。なお、二次審査に向けた対応の支援は、各領域を通じて行うものとします。
	領域
	改善が必要と想定される点
	対応策（伴走支援の内容）
	該当する審査観点

	(1) 地域課題の構造化（ボトルネックの特定）
	 
	 
	 

	(2) ロジックモデルの構築支援
	 
	 
	 

	(3) 指標及び目標の設定支援
	 
	 
	 

	(4) ＩＭＭプロセス及びマネジメント体制の構築支援
	 
	 
	 


※「該当する審査観点」は、次から選んで記載してください：目標a（経営方針への位置づけ）／目標b（地域課題の特定）／戦略a（ロジックモデル）／戦略b（強み・独自性／ネガティブインパクト）／戦略c（多様な主体との連携）／指標a（指標設定）／指標b（測定・管理体制）／マネジメントa（ガバナンス統合）／マネジメントb（外部開示）／マネジメントc（達成度把握・改善）
第６　実施体制
（１）従事者一覧
	氏名
	役割
	本業務への関与内容

	 
	 
	 

	 
	 
	 

	 
	 
	 


（２）再委託の有無
□ 無　　□ 有（再委託先・業務内容：　　　　　　　　　）　※詳細は様式２に記載してください。
第７　実施スケジュール
業務委託契約の締結日から令和９年２月28日までの主な工程を、二次審査の日程を踏まえて記載してください。
	時期
	主な工程・実施内容

	 
	 

	 
	 

	 
	 


第８　伴走支援者の実績・専門性
ＩＭＭ、ロジックモデルの構築、指標設計等に関する類似の実績・専門性を、３件程度記載してください。
	実施時期
	相手方
	概要

	 
	 
	 

	 
	 
	 

	 
	 
	 


第９　委託費
委託費の総額（税込）：　　　　　　　　　円
※費目別の内訳は、様式２「委託費積算内訳書」に記載してください。
